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ねやがわ建築賞とは？
　空き家や空き店舗のリノベーション・
リフォームの推進や不動産の流通促
進を図り、居住環境に対する市民意識
の向上とまちのイメージ向上を図るこ
とを目的として実施するもので、令和
３年度に第１回を実施し、今回は２回
目の実施となります。

　敷地は住宅が密集する地域にぽっかりと取り残された変形の狭小地で、前面道路も狭く、
計画の段階から施工方法や資材の搬入も検討が必要でした。そこで構造は手組みが可能な
木造とし、各部材も大きくなり過ぎないようにしました。
　具体的には、床を4段階に小分割し、らせん状にスキップさせながら屋上までつなぎ、複数
の居場所を各フロアに点在させながら連続させることで空間に広がりを感じさせています。
　また、最上段のダイニングキッチン付属のパントリーからは屋外階段を通じて、屋上へと抜
けることができます。
　建物が密集した都市の狭小地は広々と庭を取ることも難しく、屋上は唯一の開かれた外部
空間です。スキップフロアで居場所を連続させ、開かれた屋上までを緩やかにつなげること
で、狭小地に住まうことを積極的に楽しめる、そんな住宅になればと願いを込めた設計です。
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公共施設と一体となって
「まちのリノベーション」を推進
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～狭小地に住まうことを積極的に楽しめる～ ねやがわ
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　1932年、アントニン・レーモンド設計の香里ヌヴェール学院。彼の建築
観を読み解きながら、空間の再生を試み、歴史・文化的価値を継承してい
くことでこの空間が学校に関わる全ての人たちにとって、記憶に残る場所
となることを目指しました。雨天体操場を食堂へ改修するにあたり、この
場所を食堂の用途だけにとどまらない包容力と拡（ひろ）がりを持つ場へ
位置づけることが重要だと考え、食堂の周辺環境も含めた居場所づくり
を目指し、校舎間につくられた中庭の魅力を取り込むようにしています。

　木造２階建てですが、２
つの吹き抜けと少しずつ床
をずらすことでフロアが４
つあります。それらをつな
ぐブリッジなどが複雑に絡
み合うことで、立体迷路の
ような家がつくれないかと
の着想から設計を始めまし
た。外壁は真っ白にして、
シックでキューブっぽく仕
上げました。

　コロナの影響で換気が必要という理由もあり、店舗入
り口は大きな３枚引戸とし、気候の良い日は開放しながら
営業することで街とつながる計画です。内部は、杉古材や
モルタル、タイルで統一し、温かみのある雰囲気を演出。
あえてローカウンターとすることでゆったりとくつろげる
空間とし、カウンターの一部を円形とすることで、家族の
ように料理を囲むことができます。
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　南・西側に接道している角地で、
人通りが多く、プライバシーを守り
にくいことから、建物全体を四角い
ドーナツ型にして、中庭に面してリ
ビングを設け、境界となる部分を木
製の５枚の引き戸で構成していま
す。引き戸を片側に開くと、リビング
と中庭が一体化します。この一体化
された中庭リビングは外から全く見
られることなく、快適に過ごすこと
ができるつくりとなっています。
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